
≪今 年 度 最 後 の 礼 拝》 
 

平成２３年２月１８日（金）６校時今年度最後となる礼拝が、神聖にとり行われました。 

我校は昭和２２年キリスト宗教教育のもとに「自由な思想・豊かな感性」を養うことを主眼とし、人間形成を

していくことが、変わらぬ方針であり、毎月１回の礼拝を行っております。 

 

当日は、今年度最後の礼拝であり、また、平成２０年４月より３年間教えをいただきました、会津若松協会の

「島 典英 牧師」の最後のお話をお聞きする日でもあったため、いつもよりもなお神妙な面持ちで生徒たち

は先生のお話に耳をかたむけていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ いつくしみ深い 友なるイエスは 

うれいも罪をも ぬぐい去られる 

悩み苦しみを かくさず述べて 

重荷のすべてを み手にゆだねよ 

 

２ いつくしみ深い 友なるイエスは 

われらの弱さを 共に負われる 

嘆き悲しみを ゆだねて祈り 

つねに励ましを 受けるうれしさ 

 

３ いつくしみ深い 友なるイエスは 

愛のみ手により 支え、みちびく 

世の友われらを 捨てさるときも 

祈りに応えて なぐさめられるアーメン 

「島 典英牧師」へ… 

３年間の感謝とお礼の 

花束を生徒会を代表し、 

生徒会会長の遠藤祐香 

さんが贈呈!! 

 

「島先生ありがとうございました。」 


